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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リードイン領域（ＬＩＡ）と、ユーザデータ領域および非ユーザデータ領域を含むデー
タ領域と、リードアウト領域（ＬＯＡ）とを有する光記録媒体上の欠陥を管理する管理情
報の記録方法であって、
　前記光記録媒体の少なくとも一つの臨時欠陥管理領域（ＴＤＭＡ）に、欠陥エントリー
を有する第１臨時欠陥リスト（ＴＤＦＬ）を提供するステップであって、前記欠陥エント
リーは、前記データ領域内の欠陥領域の位置情報と、前記欠陥領域に対応する置換データ
の位置情報とを含む、提供するステップと、
　前記データ領域内の付加欠陥領域に対して、前記光記録媒体の少なくとも一つのＴＤＭ
Ａに蓄積ＴＤＦＬを記録するステップであって、前記蓄積ＴＤＦＬが、前記第１ＴＤＦＬ
に含まれる前記欠陥エントリーおよび前記データ領域内の前記付加欠陥領域に対する新た
な欠陥エントリーを含む、蓄積ＴＤＦＬを記録するステップと、
　前記蓄積ＴＤＦＬが記録されている同一の前記少なくとも一つのＴＤＭＡに、前記蓄積
ＴＤＦＬにアクセスするためのアクセス情報を記録するステップと、
　前記光記録媒体が完了化するときに、前記光記録媒体の欠陥管理領域（ＤＭＡ）に、最
終蓄積ＴＤＦＬを記録するステップと
　を備えることを特徴とする記録方法。
【請求項２】
　前記非ユーザデータ領域に、前記置換データを記録するステップ
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　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の記録方法。
【請求項３】
　前記非ユーザデータ領域は、内部スペア領域（ＩＳＡ）および外部スペア領域（ＯＳＡ
）を含み、各前記欠陥領域の前記置換データは、前記ＩＳＡおよび前記ＯＳＡのうちの少
なくとも一方に記録されることを特徴とする請求項２に記載の記録方法。
【請求項４】
　前記蓄積ＴＤＦＬは、前記光記録媒体の少なくとも二つのＴＤＭＡに繰り返し記録され
ることを特徴とする請求項３に記載の記録方法。
【請求項５】
　前記少なくとも二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域および前記ＬＩＡ
の一部であることを特徴とする請求項４に記載の記録方法。
【請求項６】
　前記データ領域の前記一部は、前記光記録媒体のＯＳＡと隣り合う領域であることを特
徴とする請求項５に記載の記録方法。
【請求項７】
　前記光記録媒体の前記少なくとも二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域
の先端部および後端部であることを特徴とする請求項４に記載の記録方法。
【請求項８】
　前記光記録媒体は追記型であることを特徴とする請求項１に記載の記録方法。
【請求項９】
　リードイン領域（ＬＩＡ）とデータ領域とリードアウト領域（ＬＯＡ）とを有する光記
録媒体であって、
　前記データ領域に含まれるユーザデータ領域および非ユーザデータ領域と、
　前記光記録媒体が完了化する前に存在する少なくとも一つの臨時欠陥管理領域（ＴＤＭ
Ａ）と、
　少なくとも一つのＴＤＭＡに記録され、以前の臨時欠陥リスト（ＴＤＦＬ）に含まれる
欠陥エントリーおよび前記データ領域内の付加欠陥領域に対する新たな欠陥エントリーを
含む蓄積ＴＤＦＬであって、前記蓄積ＴＤＦＬに含まれる各欠陥リストは、対応する欠陥
クラスターの位置情報および対応する置換データの位置情報を有する、蓄積ＴＤＦＬと、
　該蓄積ＴＤＦＬが記録されている前記少なくとも一つのＴＤＭＡに記録されるアクセス
情報と、
　前記光記録媒体が完了化するときに、最終蓄積ＴＤＦＬが記録される欠陥管理領域（Ｄ
ＭＡ）と
　を備えたことを特徴とする光記録媒体。
【請求項１０】
　前記位置情報は、前記対応する欠陥クラスターの第１物理セクター番号（ＰＳＮ）およ
び前記対応する置換データの第１ＰＳＮであることを特徴とする請求項９に記載の光記録
媒体。
【請求項１１】
　前記非ユーザデータ領域は、内部スペア領域（ＩＳＡ）および外部スペア領域（ＯＳＡ
）を含み、前記対応する置換データは、前記ＩＳＡおよび前記ＯＳＡのうちの少なくとも
一方に記録されることを特徴とする請求項１０に記載の光記録媒体。
【請求項１２】
　前記蓄積ＴＤＦＬは、前記光記録媒体の少なくとも二つのＴＤＭＡに繰り返し記録され
ることを特徴とする請求項９に記載の光記録媒体。
【請求項１３】
　前記光記録媒体の前記少なくとも二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域
および前記ＬＩＡの一部であることを特徴とする請求項１２に記載の光記録媒体。
【請求項１４】
　前記データ領域の前記一部は、前記光記録媒体のＯＳＡと隣り合う領域であることを特
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徴とする請求項１３に記載の光記録媒体。
【請求項１５】
　前記光記録媒体の前記少なくとも二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域
の先端部および後端部であることを特徴とする請求項１３に記載の光記録媒体。
【請求項１６】
　追記型であることを特徴とする請求項９に記載の光記録媒体。
【請求項１７】
　リードイン領域（ＬＩＡ）と、ユーザデータ領域および非ユーザデータ領域を含むデー
タ領域と、リードアウト領域（ＬＯＡ）とを有する光記録媒体上の欠陥を管理する管理情
報の記録装置であって、
　前記光記録媒体にデータを記録し、前記光記録媒体からデータを再生するように構成さ
れたピックアップと、
　該ピックアップに動作可能に結合されたコントローラと
　を備え、
　前記コントローラは、欠陥エントリーを有する第１臨時欠陥リスト（ＴＤＦＬ）を記録
するように前記ピックアップを制御するよう構成され、前記欠陥エントリーは、前記デー
タ領域内の欠陥領域の位置情報と、前記欠陥領域に対応する置換データの位置情報とを含
み、
　前記コントローラは、付加欠陥領域に対して、前記光記録媒体の少なくとも一つの臨時
欠陥管理領域（ＴＤＭＡ）に蓄積ＴＤＦＬを記録するように前記ピックアップを制御する
ようさらに構成され、前記蓄積ＴＤＦＬが、前記第１ＴＤＦＬに含まれる前記欠陥エント
リーおよび前記付加欠陥領域に対する新たな欠陥エントリーを含み、
　前記コントローラは、前記蓄積ＴＤＦＬが記録されている同一の前記少なくとも一つの
ＴＤＭＡに、前記蓄積ＴＤＦＬにアクセスするためのアクセス情報を記録するように前記
ピックアップを制御するようさらに構成され、
　前記コントローラは、前記光記録媒体が完了化するときに、前記光記録媒体の欠陥管理
用域（ＤＭＡ）に、最終蓄積ＴＤＦＬを記録するように前記ピックアップを制御するよう
さらに構成されている
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項１８】
　前記コントローラは、前記非ユーザデータ領域に、前記置換データを記録するように前
記ピックアップを制御するようさらに構成されている
　ことを特徴とする請求項１７に記載の記録装置。
【請求項１９】
　前記非ユーザデータ領域は、内部スペア領域（ＩＳＡ）および外部スペア領域（ＯＳＡ
）を含み、前記コントローラは、前記ＩＳＡおよび前記ＯＳＡのうちの少なくとも一方に
、前記置換データを記録するように前記ピックアップを制御するようさらに構成されてい
ることを特徴とする請求項１８に記載の記録装置。
【請求項２０】
　前記コントローラは、前記少なくとも一つのＴＤＭＡを、前記光記録媒体の前記データ
領域および前記ＬＩＡの一部に割り当てるようさらに構成されていることを特徴とする請
求項１７に記載の記録装置。
【請求項２１】
　前記コントローラは、前記少なくとも一つのＴＤＭＡを、前記光記録媒体の前記データ
領域の先端部および後端部に割り当てるようにさらに構成されていることを特徴とする請
求項１７に記載の記録装置。
【請求項２２】
　前記光記録媒体は追記型であることを特徴とする請求項１７に記載の記録装置。
【請求項２３】
　リードイン領域（ＬＩＡ）と、ユーザデータ領域および非ユーザデータ領域を含むデー
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タ領域と、リードアウト領域（ＬＯＡ）とを有する光記録媒体上の欠陥を管理する管理情
報の再生方法であって、前記光記録媒体は、該光記録媒体が完了化するまで、臨時欠陥管
理情報を記録する少なくとも一つの臨時欠陥管理領域（ＴＤＭＡ）と、前記光記録媒体が
完了化するときに、最終欠陥管理情報を記録する欠陥管理領域（ＤＭＡ）とを有し、
　前記再生方法は、
　前記光記録媒体が完了化する前に、
　　蓄積臨時欠陥リスト（ＴＤＦＬ）にアクセスするためのアクセス情報を、前記蓄積Ｔ
ＤＦＬが記録されている前記少なくとも一つのＴＤＭＡのうちの一つのＴＤＭＡから再生
するステップと、
　　前記アクセス情報に基づいて、前記アクセス情報が記録されている同一の前記一つの
ＴＤＭＡから、前記データ領域内の欠陥領域を管理するための前記蓄積ＴＤＦＬを再生す
るステップであって、前記蓄積ＴＤＦＬが、以前のＴＤＦＬに含まれる欠陥エントリーお
よび前記データ領域内の新たな欠陥領域に対する新たな欠陥エントリーを含み、前記欠陥
エントリーの各々は、前記データ領域内の対応する欠陥領域の位置情報と、該欠陥領域に
対応する置換データの位置情報とを含む、前記蓄積ＴＤＦＬを再生するステップと、
　前記データ領域内の付加欠陥領域に対して、前記光記録媒体の少なくとも一つのＴＤＭ
Ａに蓄積ＴＤＦＬを記録するステップであって、前記蓄積ＴＤＦＬが、前記第１ＴＤＦＬ
に含まれる前記欠陥エントリーおよび前記データ領域内の前記付加欠陥領域に対する新た
な欠陥エントリーを含む、蓄積ＴＤＦＬを記録するステップと、
　前記光記録媒体が完了化した後に、
　　前記ＤＭＡから、完了化した蓄積ＴＤＦＬを再生するステップと
　を備えることを特徴とする再生方法。
【請求項２４】
　前記光記録媒体が完了化する前に、
　　前記蓄積ＴＤＦＬに基づいて、前記非ユーザデータ領域から、前記置換データを再生
するステップと、
　前記光記録媒体が完了化した後に、
　　前記完了化した蓄積ＴＤＦＬに基づいて、前記非ユーザデータ領域から、前記置換デ
ータを再生するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項２３に記載の再生方法。
【請求項２５】
　前記光記録媒体は、少なくとも二つのＴＤＭＡを有し、前記光記録媒体の前記少なくと
も二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域の前記データ領域および前記ＬＩ
Ａの一部であることを特徴とする請求項２３に記載の再生方法。
【請求項２６】
　前記光記録媒体は、少なくとも二つのＴＤＭＡを有し、前記光記録媒体の前記少なくと
も二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域の先端部および後端部であること
を特徴とする請求項２３に記載の再生方法。
【請求項２７】
　前記データ領域の前記一部は、前記光記録媒体の外部スペア領域と隣り合う領域である
ことを特徴とする請求項２５に記載の再生方法。
【請求項２８】
　リードイン領域（ＬＩＡ）と、ユーザデータ領域および非ユーザデータ領域を含むデー
タ領域と、リードアウト領域（ＬＯＡ）とを有する光記録媒体上の欠陥を管理する管理情
報の再生装置であって、前記光記録媒体は、該光記録媒体が完了化するまで、臨時欠陥管
理情報を記録する少なくとも一つの臨時欠陥管理領域（ＴＤＭＡ）と、前記光記録媒体が
完了化するときに、最終欠陥管理情報を記録する欠陥管理領域（ＤＭＡ）とを有し、
　前記再生装置は、
　前記光記録媒体にデータを記録し、前記光記録媒体からデータを再生するように構成さ
れたピックアップと、
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　該ピックアップに動作可能に結合されたコントローラと
　を備え、
　前記光記録媒体が完了化する前に、
　　前記コントローラは、蓄積臨時欠陥リスト（ＴＤＦＬ）にアクセスするためのアクセ
ス情報を、前記蓄積ＴＤＦＬが記録されている前記少なくとも一つのＴＤＭＡのうちの一
つのＴＤＭＡから再生するように前記ピックアップを制御するよう構成され、
　　前記コントローラは、前記アクセス情報に基づいて、前記アクセス情報が記録されて
いる同一の前記一つのＴＤＭＡから、前記データ領域内の欠陥領域を管理するための前記
蓄積ＴＤＦＬを再生するように前記ピックアップを制御するようさらに構成され、前記蓄
積ＴＤＦＬが、以前のＴＤＦＬに含まれる欠陥エントリーおよび前記データ領域内の新た
な欠陥領域に対する新たな欠陥エントリーを含み、前記欠陥エントリーの各々は、前記デ
ータ領域内の対応する欠陥領域の位置情報と、該欠陥領域に対応する置換データの位置情
報とを含み、
　前記光記録媒体が完了化した後に、
　　前記コントローラは、前記ＤＭＡから、完了化した蓄積ＴＤＦＬを再生するように前
記ピックアップを制御するようさらに構成されている
　ことを特徴とする再生装置。
【請求項２９】
　前記光記録媒体が完了化する前に、
　　前記コントローラは、前記蓄積ＴＤＦＬに基づいて、前記非ユーザデータ領域から、
前記置換データを再生するように前記ピックアップを制御するようさらに構成され、
　前記光記録媒体が完了化した後に、
　　前記コントローラは、前記完了化した蓄積ＴＤＦＬに基づいて、前記非ユーザデータ
領域から、前記置換データを再生するように前記ピックアップを制御するようさらに構成
されている
　ことを特徴とする請求項２８に記載の再生装置。
【請求項３０】
　前記光記録媒体は、少なくとも二つのＴＤＭＡを有し、前記光記録媒体の前記少なくと
も二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域の前記データ領域および前記ＬＩ
Ａの一部であることを特徴とする請求項２８に記載の再生装置。
【請求項３１】
　前記光記録媒体は、少なくとも二つのＴＤＭＡを有し、前記光記録媒体の前記少なくと
も二つのＴＤＭＡは、前記光記録媒体の前記データ領域の先端部および後端部であること
を特徴とする請求項２８に記載の再生装置。
【請求項３２】
　前記データ領域の前記一部は、前記光記録媒体の外部スペア領域と隣り合う領域である
ことを特徴とする請求項３０に記載の再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高密度の光ディスク上で欠陥領域を管理する方法に関し、特に、追記型ブル
ーレイ・ディスク（Blue-ray　Disc　Write　Once；ＢＤ－ＷＯ）などの高密度の光ディ
スク上で、欠陥管理領域に関する欠陥管理情報を管理し、効率的に記録する方法とその装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光記録媒体として、高密度のデータの記録が可能な光ディスクが普及してきている。中
でも、近年、高画質のビデオデータおよびオーディオデータが大容量の場合でも、記録お
よび保存が可能な新しいＨＤ－ＤＶＤ（High-Density Digital Versatile Disc）、例え
ば、ＢＤ（Blue－ray Disc）が開発されている。
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【０００３】
　ブルーレイ・ディスクは、既存のＤＶＤよりもデータの記録能力がはるかに優れた次世
代のＨＤ－ＤＶＤソリューションであり、最近、ブルーレイ・ディスクＨＤ－ＤＶＤ用世
界標準仕様が構築された。ブルーレイ・ディスクは、既存のＤＶＤ技術に汎用される６５
０ｎｍの波長を有する赤色レーザよりも高い密度を有する４０５ｎｍの波長を有するセラ
ドン(青色紫外線）レーザを用いる。これにより、既存のＤＶＤよりも大量のデータが１
．２ｍｍの厚さと、１２ｃｍの直径、および０．１ｍｍの厚さを有する光伝送レイヤを有
するブルーレイ・ディスク上に保存できる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、関連技術の制限および短所による１つ以上の不具合を実質的に解消
する、追記型光ディスク上で欠陥領域を管理する方法を対象にする。
【０００５】
　本発明の目的は、ディスクの欠陥領域に記録されたデータを置換データとして効率的に
置換できる追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方法を提供することにある。また
、データ記録エラーを防ぐためにスペア領域に置換データを効率的に記録できる追記型光
ディスク上における欠陥領域の管理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、ユーザデータ領域で少なくとも一つの欠陥領域
を有する光記録媒体を管理する方法により達成される。この方法は、光記録媒体のスペア
領域内の欠陥領域に記録されたデータを記録すると共に、少なくとも一つの欠陥領域に対
する欠陥エントリーを有する第１臨時欠陥リスクを与えるステップと、ユーザデータ領域
に付加欠陥領域用蓄積臨時欠陥リスクを記録するステップとを含み、ここで、蓄積臨時欠
陥リストは、以前に記録された第１臨時欠陥リスクと任意の付加欠陥領域用の少なくとも
一つの付加欠陥エントリーと、を有することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、データ領域内の少なくとも一つのスペア領域と、データ領域のユーザ
データ領域内で少なくとも一つの欠陥領域の置換データを管理するための臨時欠陥管理領
域と、臨時欠陥管理領域内に保存された蓄積臨時欠陥リストを有する記録媒体により達成
される。ここで、蓄積臨時欠陥リストは、蓄積されて記録された少なくとも一つの欠陥領
域の置換データ用管理情報と、ユーザデータ領域の少なくとも一つの付加欠陥領域用置換
データに関する管理情報と、を有することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、少なくとも一つの臨時欠陥管理領域とデータ領域内のスペア領域を有
する光記録媒体の管理装置により達成される。この装置は、光記録媒体のスペア領域の少
なくとも一つの欠陥領域に記録されたデータを置換データとして記録し、少なくとも一つ
の欠陥領域に対する欠陥エントリーを有する第１臨時欠陥リストを提供するデバイスと、
ユーザデータ領域内の付加欠陥領域に対する蓄積臨時欠陥リストを記録するデバイスと、
を有し、ここで、蓄積臨時欠陥リストは、以前に記録された第１臨時欠陥リストと任意の
付加欠陥領域に対する少なくとも一つの付加欠陥エントリーを有することを特徴とする。
【０００９】
　前述した本発明の概略の説明および後述する詳細な説明はいずれも例示的なものに過ぎ
ず、特許請求の範囲に記載された本発明についてさらに詳細に説明するために提供される
ものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、添付した図面に基づき、本発明の好適な実施形態による追記型光ディスク上にお
ける欠陥領域の管理方法および装置について詳細に説明する。図中、同じ構成要素には同
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じ参照符号を付してその詳細な説明を省く。
【００１１】
　ブルーレイ・ディスクに関する各種の標準が設けられるに伴い、ＢＤ－ＲＥおよびＢＤ
－ＷＯ用規格は各種のアプリケーションに対して開発された。図１に示すように、例えば
、ＢＤ－ＲＥなどの光ディスク上に信号を記録／再生するための装置は、光ディスク１０
上に信号を記録／再生する光ピックアップ１１と、光ピックアップ１１から読み込まれた
信号を処理したり、外部からのデータストリームを、変調された信号の処理のための記録
に適した信号に変調するＶＤＲ（Ｖｉｄｅｏ Ｄｉｓｃ Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）システム１２
と、外部からのアナログ信号をエンコードし、エンコードされた信号をＶＤＲシステム１
２に出力するエンコーダ１３と、を備える。
【００１２】
　図２に示すように、ＢＤ－ＲＥは、リードイン領域（ＬＩＡ）、データ領域およびリー
ドアウト領域（ＬＯＡ）に分割および割り当てられる。データ領域は、ユーザデータ領域
、内部スペア領域（ＩＳＡ）、およびユーザデータ領域の先端および後端にそれぞれ割り
当てられた外部スペア領域（ＯＳＡ）を備える。
【００１３】
　光ディスク記録／再生装置のＶＤＲシステム１２は、前述したように、外部からのデー
タを記録に適した信号にエンコードおよび変調し、その後、例えば、特定の記録大きさを
有するＥＣＣ(Error Correction Coding)ブロックのユニットに対応するユニットである
クラスターに変調信号を記録するように構成される。図２に示すように、欠陥領域がデー
タの記録中にデータ領域で検出されれば、欠陥領域に記録されたデータの置換に対する一
連の置換動作は、例えば、ＩＳＡなどのスペア領域のクラスターで行われる。
【００１４】
　これにより、欠陥領域がＢＤ－ＲＥのデータ領域に存在するとしても、光ディスク記録
／再生装置のＶＤＲシステム１２は、スペア領域内の単一クラスターの欠陥領域に記録さ
れたデータを記録する。データの再生中に、ＶＤＲシステム１２は、スペア領域内で置換
／記録されたデータを読込および再生し、その結果、任意のデータの記録エラーを未然に
防ぐことができる。
【００１５】
　ＢＤ－ＷＯの提案に伴い、データは、ＢＤ－ＷＯ上で１回だけ記録可能であり、ＢＤ－
ＷＯ上で書き換えができなくなる。しかし、ＢＤ－ＷＯは、繰り返して読み取ることが可
能である。その結果、ＢＤ－ＷＯは、記録媒体上におけるデータの書き換えを希望しない
か、あるいはそれを必要としない場合に役立つ。しかし、ＢＤ－ＷＯに対する効率的な欠
陥領域管理スキームである上記ブルーレイ・ディスクの第２の標準化はまだ提供されてい
ないため、これが必要となる。
【００１６】
　図３は、本発明の好適な実施形態による光ディスク記録および／または再生デバイス２
０のブロック図である。光ディスク記録および／または再生デバイス２０（以下、光ディ
スク記録／再生デバイス）は、データを光記録媒体２１に／から書込み／読込みする光ピ
ックアップ２２、ピックアップ２２の対物レンズと記録媒体２１間の距離を保持するため
にピックアップ２２を制御し、記録媒体２１上に関連トラックをトラッキングするサーボ
ユニット２３、記録のために入力データを処理してピックアップ２２に提供し、記録媒体
２１から読み込まれたデータを処理するデータプロセッサ２４、記録媒体２１に関連する
欠陥管理データを有する情報およびデータを保存するメモリまたはストレージ２７、およ
び記録／再生デバイス２０の動作および素子を制御するマイクロプロセッサまたはマイク
ロコンピュータ２６を備える。
【００１７】
　また、記録媒体２１に／から書込み／読込みされたデータは、メモリ２７に保存される
。記録／再生デバイス２０のコンポーネントはいずれも動作可能に結合される。この実施
形態に例示された記録媒体２１は、ＢＤ－ＷＯなどの追記型記録媒体である。
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【００１８】
　図４Ａおよび図４Ｂは、本発明の一実施形態による単一レイヤＢＤ－ＷＯおよびデュア
ルレイヤＢＤ－ＷＯ光ディスクの構造を示している。図４Ａおよび図４Ｂに示すように、
ＢＤ－ＷＯは、１または２つの記録レイヤを有する。図４Ａにおいて、単一記録レイヤ（
レイヤ０）を有するＢＤ－ＷＯは、リードイン領域（ＬＩＡ）、データ領域、およびリー
ドアウト領域（ＬＯＡ）からなる単一記録レイヤを備える。以下では、これを単一レイヤ
ディスクと称する。
【００１９】
　図４Ｂにおいて、デュアルレイヤＢＤ－ＷＯは２つの記録レイヤ（レイヤ０および１）
を有する。以下、これをデュアルレイヤディスクと称する。第１記録レイヤ（レイヤ０）
はＬＩＡ、データ領域、および外部ゾーンを有する。第２記録レイヤ（レイヤ１）は、Ｌ
ＯＡ、データ領域および外部ゾーンを有する。通常、データの記録は、デュアルレイヤデ
ィスクでは、点線の矢印にて示された方向に沿って行われる。単一レイヤディスクは２３
．３，２５．０または２７．０ＧＢの記録能力を有するのに対し、デュアルレイヤディス
クは４６．６，５０．０または５４．０ＧＢの記録能力を有する。
【００２０】
　本発明の他の実施形態は、例えば、後述する各種の方法が単一レイヤＢＤ－ＷＯ、デュ
アルレイヤＢＤ－ＷＯまたはＢＤ－ＲＥなどの任意の種類の光ディスクにいずれも適用可
能であるということに留意すべきである。さらに、この実施形態では、図３における光デ
ィスク記録／再生デバイスを本発明の方法と結び付けて説明するが、特にこれに限定され
ることなく、この方法が実現できる記録／再生デバイスであれば、いずれも採用可能であ
る。例えば、図１または図３に示したデバイス、例えば、ＶＤＲシステム１２または光デ
ィスク記録／再生デバイス２０は、この方法を実現する上で使われる。
【００２１】
　図５は、本発明の第１の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方
法を示している。例えば、ＢＤ－ＷＯ（追記型ブルーレイ・ディスク）は、ＬＩＡ（リー
ドイン領域）、データ領域、およびＬＯＡ（リードアウト領域）を有する。データ領域は
、ＰＳＮ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｓｅｃｔｏｒ Ｎｕｍｂｅｒ）およびＬＳＮ（Ｌｏｇｉｃａ
ｌ Ｓｅｃｔｏｒ Ｎｕｍｂｅｒ）が同時に与えられるユーザデータ領域と、ＰＳＮだけが
与えられる非ユーザデータ領域と、に分けられる。
【００２２】
　図５に示すように、非ユーザデータ領域は、欠陥領域の置換データ用のＩＳＡ（内部ス
ペア領域）およびＯＳＡ（外部スペア領域）に分割される。ＬＩＡは、欠陥領域の管理情
報と置換されたデータを臨時に記録するためのＴＤＭＡ（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｄｅｆｅ
ｃｔ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｒｅａ）と、欠陥管理情報を通常永久的に記録するための
ＤＭＡ（Ｄｅｆｅｃｔ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｒｅａ）とに分割される。しかし、図５
は、ＴＤＭＡおよびＤＭＡの位置の例を示しただけであり、これらの位置は変わることも
ある。例えば、ＤＭＡはＬＯＡに配列され、ＴＤＭＡは、必要に応じてデータ領域に付加
的に配列される。
【００２３】
　通常の書き換え可能な光ディスクの場合には、ＤＭＡが制限された大きさを有するとし
ても、データはＤＭＡに繰り返し記録されてここから消去できるので、大きなＤＭＡを必
要としない。しかし、追記型光ディスクの場合には、ある領域がデータの記録に使われる
とき、この領域はデータの書き換えのために使用することができない。これにより、大き
な欠陥管理領域は、この種の光ディスクに必要となる。また、追加記録が追記型光ディス
ク上で行われない場合は、例えば、追記型光ディスクが完成する場合、最終ＴＤＭＡ情報
はＤＭＡに送られる必要がある。このような欠陥管理領域は、例えば、ＤＭＡと区別され
るＴＤＭＡ（臨時ＤＭＡ）として呼ばれる。これにより、ＴＤＭＡは、本発明の追記型光
ディスクの構造の著しい特徴とみることができる。
【００２４】
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　ＴＤＭＡにおいて、欠陥領域上の情報と置換領域の位置情報がリストの形で記録および
管理されるＴＤＦＬ（臨時欠陥リスト）とディスクの通常の管理情報が記録される。本発
明によれば、ＴＤＦＬの位置情報を保存するＴＤＤＳ（臨時ディスク定義構造）はＴＤＭ
Ａに記録される。しかし、ＴＤＦＬとＴＤＤＳ間の関係および構造は、図６および図７を
参照して後述する。
【００２５】
　これに対し、図３に基づいて上述した光ディスク記録／再生デバイス２０は、データの
記録動作中にユーザデータ領域の所定の記録領域にデータを順次記録する。データの記録
動作が行われている間に欠陥領域を検出するために、１以上の物理トラック、または記録
ユニット（ＢＤ－ＷＯの場合にはクラスター）に対応する記録大きさは所定の記録領域で
ＤＶＵ（欠陥検証ユニット）に設定される。また、このようなＤＶＵは、本発明の設計に
よる大きさの範囲を有するように設定できる。
【００２６】
　また、光ディスク記録／再生デバイス２０は、欠陥領域を検出する一連の動作を繰り返
し行い、この動作は、ＤＶＵにデータを記録することによりデータが通常記録され、その
後、ＤＶＵに記録されたデータを再生するかどうかをチェックするステップを含む。
【００２７】
　例えば、図５に示すように、光ディスク記録／再生デバイス２０は、データを第１ない
し第５クラスターＣｌｕｓｔｅｒ ＃１－＃５で第１ＤＶＵ（ＤＶＵ ＃１、ステップＳ１
０）としてデータを順次記録することにより欠陥領域を検出し、その後、第１ＤＶＵに記
録されたデータを順次再生する。欠陥領域が第２クラスター（ステップＳ１１）で検出さ
れれば、光ディスク記録／再生デバイス２０はスペア領域で第２クラスターのデータ、例
えば、光ディスク記録／再生デバイス２０の内部バッファ（または、メモリ２７）に臨時
に保存された第２クラスターのデータを置換するための記録動作を行う。図５には、ＯＳ
Ａにおいてデータを置換するプロセスが示されているが、ＩＳＡにデータが置換可能であ
ることがわかる。
【００２８】
　第２クラスターのデータはＯＳＡの後端またはその先端から置換される。前述した置換
動作後、光ディスク記録／再生デバイス２０は、第１ＤＶＵの第３クラスターに記録され
たデータを再び再生し、欠陥領域が同時に第４クラスター（ステップＳ１３）で検出され
れば、光ディスク記録／再生デバイス２０はスペア領域（ステップＳ１４）で第４クラス
ターのデータ、例えば、光ディスク記録／再生デバイス２０の内部バッファまたはメモリ
に臨時に保存された第４クラスターのデータを置換する記録動作を行う。
【００２９】
　これにより、第１ＤＶＵにおいて、通常記録された第１、第３および第５クラスターお
よび２つの欠陥領域が記録され、外部スペア領域において第２クラスターおよび第４クラ
スターは置換される。
【００３０】
　前述したように、欠陥領域の検出および置換動作がＤＶＵのユニット、例えば、ＤＶＵ
＃１、ＤＶＵ＃２，．．．，ＤＶＵ＃ｎで繰り返し行われている間に、臨時シーケンスを
有するデータ記録動作Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ １が終了すれば、光ディスク記録／再生デバ
イス２０は欠陥領域を管理する欠陥管理情報と、ＴＤＦＬ情報として置換されたデータを
記録する。これにより、ＴＤＤＳおよびＴＤＦＬを記録する方法についての詳細を後述す
る。
【００３１】
　図６は、ＴＤＤＳとＴＤＦＬ間の関係およびこれらの構造を示している。ＴＤＦＬは複
数のエントリーを有する。ＴＤＦＬ内の各エントリーは欠陥領域の位置情報（欠陥の第１
ＰＳＮ）と、置換された領域の位置情報（置換の第１ＰＳＮ）と、を備え、例えば、エン
トリーのこのような配列は既存の書き換え可能な光ディスクと同じ方式により使われる。
ＴＤＤＳは、ディスクを管理する情報を含む領域であり、本発明に対し、ＴＤＤＳは、最
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新のＴＤＦＬの位置に関する情報（最新のＴＤＦＬが第１ＰＳＮ）を有する。
【００３２】
　これにより、欠陥領域が管理を要求すると検出される度に、対応するエントリーはＴＤ
ＦＬに記録される。ＴＤＦＬにおける記録が完了した後、対応するＴＤＦＬの位置を示す
情報はＴＤＤＳに記録される。これにより、システムは、ＴＤＤＳを再生することにより
、最近更新されたＴＤＦＬの位置に容易にアクセスでき、効率よい欠陥管理は、対応する
ＴＤＦＬのエントリーを確かめることにより可能になる。
【００３３】
　ＴＤＤＳおよびＴＤＦＬは、図６に示したＴＤＭＡに記録される。ユーザが光ディスク
上においてデータ記録を終了するためのディスク完了化(finalization)を要求すれば、Ｔ
ＤＭＡに保存された新しいＴＤＤＳおよびＴＤＦＬ情報を分離して配列されたＤＭＡにコ
ピーおよび記録するための一連の動作は、ディスクを完了化する中に行われる。これによ
り、ディスクの再使用中にＤＭＡ領域を確かめることにより、対応するディスクが完了し
、最終ＴＤＤＳおよびＴＤＦＬのコンテンツが確認されていることも分かり易い。ＤＭＡ
にＴＤＤＳおよびＴＤＦＬを記録する場合、これらの構造は完了した情報を示すためにＤ
ＤＳ（ディスク定義構造）およびＤＦＬ（欠陥リスト）として呼ばれる。
【００３４】
　図７は、本発明の第１の実施形態による追記型光ディスク上にＴＤＦＬを記録する方法
を示している。この方法の主な特徴は、ＴＤＦＬの蓄積使用である。欠陥エントリーの保
存が成功的な欠陥管理に大きく影響するため、蓄積記録方法は、エントリーがＴＤＦＬ情
報の記録を通じて以前のＴＤＦＬ情報として蓄積して保護されるように用いられる。さら
に、最終ＴＤＦＬ情報を単に確かめることにより、その箇所で生成された全ての欠陥情報
は単一の参照位置で手軽に確認できる。
【００３５】
　特に、２つの欠陥エントリーが第ｎ番目の記録ＴＤＦＬに存在すれば、以前に記録され
た２つの第Ｎ番目の欠陥エントリーＤｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ ＃１およびＤｅｆｅｃｔ
＿Ｅｎｔｒｙ ＃２はＴＤＦＬ ＃ｎ＋１の記録中に記録され、新生された一つのエントリ
ーＤｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ ＃３はＴＤＦＬ ＃ｎ＋１に付加される。その結果、ＴＤＦ
Ｌ ＃ｎ＋１には３つの欠陥エントリーが存在する。
【００３６】
　図７には、３つのエントリーが順次配列されると示されているが、本発明はこれに限定
されることがない。例えば、エントリーはＤｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ ＃３、 ＃１、 ＃
２などの特定の並べ替え方に応じて記録される。同じ方式において、ＴＤＦＬ ＃ ｎ＋２
はＴＤＦＬ ＃ ｎ＋１情報と、Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ ＃４など現在付加された新し
い欠陥エントリーを有する。
【００３７】
　図８ないし図１１は、本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥
領域の管理方法を示している。第１の実施形態によるＴＤＦＬの蓄積記録とは無関係に、
第２の実施形態では、ディスクの他の領域で現在更新されるＴＤＦＬの繰り返し記録が行
われる。例えば、第（ｎ＋１）番目のＴＤＦＬが更新されれば、第ｎ番目のＴＤＦＬのコ
ンテンツとして記録された第（ｎ＋１）番目のＴＤＦＬ、および／または第（ｎ＋１）番
目のＴＤＦＬに付加されたエントリーは少なくとも２回ディスクの他の領域に記録される
。このため、本発明の第２の実施形態は第１の実施形態と同じ方式により、重要なＴＤＦ
Ｌ情報が失われることを防ぐために、控えとしてディスクにＴＤＦＬ情報のコピーを取る
。
【００３８】
　さらに、特に、図８は、本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠
陥領域の管理方法を示している。例えば、ＢＤ－ＷＯ（追記型ブルーレイ・ディスク）は
、ＬＩＡ（リードイン領域）、データ領域およびＬＯＡ（リードアウト領域）を有する。
データ領域は、ＰＳＮ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｓｅｃｔｏｒ Ｎｕｍｂｅｒ）およびＬＳＮ（
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Ｌｏｇｉｃａｌ Ｓｅｃｔｏｒ Ｎｕｍｂｅｒ）の動作時に与えられるユーザデータ領域と
、ＰＳＮだけが与えられる非ユーザデータ領域と、に分割される。非ユーザデータ領域は
、図８に示すように、欠陥領域の置換えデータ用ＯＳＡ（外部スペア領域）と、欠陥領域
の管理情報および置換されたデータを記録するＴＤＦＬ（臨時欠陥リスト）領域と、に分
割される。
【００３９】
　図３に基づいて上述した光ディスク記録／再生デバイス２０は、データ記録動作中に図
８のＢＤ－ＷＯのユーザデータ領域の所定の記録領域で順次データを記録する。データの
記録動作が行われる間に欠陥領域を検出するために、１以上の物理トラックまたは記録ユ
ニット（ＢＤ－ＷＯの場合には、単一クラスター）に対応する記録大きさは所定の記録領
域でＤＶＵ（欠陥検証ユニット）に設定される。また、このようなＤＶＵは、システムの
設計による大きさの範囲を有するように設定できる。
【００４０】
　光ディスク記録／再生デバイス２０は、欠陥領域を検出する一連の動作を繰り返し行い
、この動作は、ＤＶＵにデータを記録することによりデータが一般的に記録され、その後
、ＤＶＵに記録されたデータを再生するかどうかを確かめるステップを含む。
【００４１】
　例えば、図８に示すように、光ディスク記録／再生デバイス２０は、リードイン領域に
分割配列されたＴＤＭＡ内の臨時欠陥リスト情報をメインＴＤＦＬＭａｉｎ＿ＴＤＦＬ情
報として記録し、データ領域の記録領域のヘッドに配列されたＴＤＦＬ領域にＴＤＦＬ情
報もサブＴＤＦＬＳｕｂ＿ＴＤＦＬ情報として繰り返し記録する。
【００４２】
　図９に示すように、繰り返し記録されたメインおよびサブＴＤＦＬ情報は、複数の欠陥
エントリー（Ｄｅｆｅｃｔ＿Ｅｎｔｒｙ ＃１－＃ｍ）を有する。欠陥エントリーの第１
物理セクター番号(Ｆｉｒｓｔ ＰＳＮ ｏｆ Ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ)および対応するデータ
が置き換えられる第１物理セクター番号（Ｆｉｒｓｔ ＰＳＮ ｏｆ Ｒｅｐｌａｃｅｍｅ
ｎｔ）は、欠陥エントリーのそれぞれで相関的に記録される。
【００４３】
　このため、光ディスク記録／再生デバイス２０は、リードイン領域に分離配列されるＴ
ＤＭＡで繰り返し記録されたメインおよびサブＴＤＦＬ情報に早くアクセスするためのメ
インＴＤＦＬ Ｍａｉｎ＿ＴＤＦＬ情報およびＴＤＤＳ情報を記録する。ここで、例えば
、図９に示すように、ＴＤＤＳ情報はメインＴＤＦＬ Ｍａｉｎ＿ＴＤＦＬ情報およびサ
ブＴＤＦＬ Ｓｕｂ＿ＴＤＦＬ情報のそれぞれに含まれた新しい最新ＴＤＦＬ ＴＤＦＬ 
＃２を示すための物理セクター番号Ｆｉｒｓｔ ＰＳＮ ｏｆ ｌａｔｅｓｔ Ｍ＿ＴＤＦＬ
およびＦｉｒｓｔ ＰＳＮ ｏｆ ｌａｔｅｓｔＳ＿ＴＤＦＬを有する。
【００４４】
　また、ユーザが光ディスク上でデータ記録を終了するためのディスク完了を要請すれば
、ＴＤＭＡに保存されたＴＤＤＳおよびメインＴＤＦＬ情報をリードイン領域に分離配列
された１以上のＤＭＡにコピーおよび記録するための一連の動作は、図９に示すように行
われる。
【００４５】
　このため、ＢＤ－ＷＯに記録されたメインＴＤＦＬ情報に欠陥が含まれるならば、光デ
ィスク記録／再生デバイス２０は繰り返し記録されたサブＴＤＦＬを選択的にまたは結合
して探索でき、その結果、ＴＤＦＬ情報のセキュリティ性および統合性が上がる。
【００４６】
　これにより、ＴＤＦＬ情報は、前述したように、２回以上に記録される。図１０に示す
ように、ＴＤＦＬ情報は、リードイン領域、つまり、データ領域に先行する記録領域およ
びデータ領域のエッジにおける記録領域（図１０においてＯＳＡの隣）に２回以上記録で
きる。また、図１１に示すように、ＴＤＦＬ情報はデータ領域の先端部または後端部に２
回以上記録されるか、あるいは、ここに順次記録される。
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領域だけではなく、図８ないし図１１に基づいて説明された特定の記録領域、例えば、外
部スペア領域の部分記録領域またはリードアウト領域で分割されて記録される。また、Ｔ
ＤＤＳ情報は情報の安定性を保証するために少なくとも２回繰り返し記録される。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　大容量のデータが光記録媒体に記録可能な光ディスクは、従来より広く使われつつある
。開発中にあるこれらの新しい高密度の物理フォーマットとしては、高品質のビデオおよ
びオーディオデータが大容量にて記録および保存できる新規なＨＤ－ＤＶＤ（高密度ＤＶ
Ｄ）、例えば、ＢＤ（ブルーレイ・ディスク）が挙げられる。
【００４８】
　以上、本発明について詳細に説明したが、本発明は前述した実施形態に限定されること
なく、この技術分野における当業者であれば、本発明の技術的な範囲を逸脱しない範囲内
で各種の修正および変形が可能である。よって、本発明の技術的な範囲は特許請求の範囲
によって定められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施形態による通常の光ディスク記録／再生装置の構造を示す概略図
である。
【図２】通常のＢＤ－ＲＥ上における欠陥領域の管理方法を示す図である。
【図３】本発明の他の実施形態による光ディスクの記録および再生デバイスのブロック図
である。
【図４Ａ】本発明の他の実施形態による単一レイヤＢＤ－ＷＯおよびデュアルレイヤＢＤ
－ＷＯ光ディスクの構造を示す図である。
【図４Ｂ】本発明の他の実施形態による単一レイヤＢＤ－ＷＯおよびデュアルレイヤＢＤ
－ＷＯ光ディスクの構造を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態による追記型光ディスク上において欠陥領域を管理する
方法を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方法
により生成されて記録される管理情報を示す図である。
【図７】本発明による追記型光ディスク上に臨時欠陥リスクを記録する方法を示す図であ
る。
【図８】本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方法
を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方法
により生成されて記録される管理情報を示す図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方
法の例を示す図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態による追記型光ディスク上における欠陥領域の管理方
法の例を示す図である。
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